
報

二冥

報

第
二
九
回
総
会
及
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
二
九
回
総
会
及
び
研
究
集
会
は
、
二
〇
〇
七
年

一
二
月

一
・
三

日
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂

・
小
講
堂
に
お
い
て
、　
三
ハ

六
名
の
参
加
者

（
一
五
六
名
、
二
団
体
、
会
員
外
八
名
）
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

中
で
も
、
二
〇
〇
七
年

一
月
に
発
足
し
た
韓
国
木
簡
学
会
の
朱
甫
政
会
長
の
招

聘
が
実
現
し
、
テ
善
泰
総
務
理
事
と
と
も
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

会
場
に
は
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡

・
西
大
寺
食
堂
院
跡
出
土
木
簡

・
旧
大
乗
院

庭
園
出
土
木
簡
。
藤
原
京
跡
出
土
木
簡

・
石
神
遺
跡
出
土
木
簡

（以
上
、
奈
良

文
化
財
研
究
所
）
、
平
城
京
跡
出
土
木
簡

（奈
良
市
教
育
委
員
会
）
、
安
倍
寺
跡

出
土
木
簡

（桜
井
市
教
育
委
員
会
）
、
滋
賀
県
塩
津
港
遺
跡
出
土
木
簡

（⑪
滋

賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）
、
新
潟
県
廷
命
寺
遺
跡
出
土
木
簡

（⑪
新
潟
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
事
業
団
）
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

◇
二
〇
〇
七
年

一
二
月

一
日

（土
）

一
三
時
―

一
七
時
半

第
二
九
回
総
会

（議
長
　
中
村
順
昭
氏
）

栄
原
永
遠
男
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
韓
国
木
簡
学
会
の
朱
甫
政
会
長
と

テ
善
泰
総
務
理
事
の
紹
介
が
あ
り
、
引
き
続
き
議
長
を
選
出
し
て
以
下
の
報
告

が
行
な
わ
れ
た
。

会
務
報
告

（渡
辺
晃
宏
委
員
）

会
員
の
状
況

（個
人
会
員
三
四

一
名
、
団
体
会
員
三
団
体
、
海
外
会
員
六
名
、

二
〇
〇
八
年
度
新
入
会
員
八
名
）
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
名
簿
の
作
成
、
三
〇
周

年
記
念
事
業
、
次
期
特
別
研
究
集
会
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

編
集
報
告

（土
橋
誠
委
員
）

『木
簡
研
究
』
二
九
号
の
編
集
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
頒
価
を
五
〇
〇
〇

円
と
す
る
提
案
が
行
な
わ
れ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（吉
川
聡
委
員

・
西
山
良
平
監
事
）

吉
川
聡
委
員
よ
り
二
〇
〇
六
年
度
の
会
計

（
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
）
の

決
算
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
西
山
良
平
監
事
よ
り
、
会
計
処
理
が
道
切

に
行
な
わ
れ
て
い
る
旨
の
監
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
、
会
費
収
入

は
順
調
だ
が
会
誌
販
売
に
工
夫
が
必
要
な
こ
と
、
会
議
費
の
未
執
行
が
多
い
こ

と
、
基
金

・
繰
越
金
の
位
置
付
け
を
整
理
す
べ
き
こ
と
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
吉
川
聡
委
員
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
度
予
算
莱
が
提
示
さ
れ
た

以
上
の
条
件
は
、
す
べ
て
原
条
通
り
承
認
さ
れ
た
。

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
鈴
木
景
二
委
員
）

韓
国
木
簡
学
会
の
出
帆
と
展
望
　
　
韓
国
木
簡
学
会
会
長
　
朱
　
甫
政
氏

歌
木
簡
の
実
態
と
そ
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
原
永
遠
男
氏

荷
札
と
荷
物
の
語
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
基
氏

朱
会
長
の
報
告
は
、
韓
国
木
簡
学
会
の
発
足
と
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
の
ご



挨
拶
を
兼
ね
た
報
告
で
、
今
後
の
積
極
的
な
学
術
交
流
の
推
進
を
確
認
し
合
う

こ
と
が
で
き
た
。

栄
原
氏
の
報
告
は
、
歌
を
書
く
た
め
に
専
用
に
作
ら
れ
た
木
簡
の
存
在
を
各

地
出
上
の
木
簡
か
ら
考
証
す
る
も
の
、
ま
た
馬
場
氏
の
報
告
は
、
荷
札
木
簡
の

機
能
を
そ
の
使
用
方
法
に
則
し
て
総
合
的
に
考
察
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
本

号
に
論
考
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
二
〇
〇
七
年

一
二
月
二
日

（日
）
九
時
―

一
五
時

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
補
木
謙
周
委
員
）

二
〇
〇
七
年
全
国
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
崇
氏

滋
賀
県
塩
津
港
遺
跡
の
調
査
と
起
請
文
札
　
　
濱
　
修
氏

・
大
橋
信
弥
氏

延
命
寺
遺
跡
の
調
査
と
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

一
穂
氏

山
本
氏
の
報
告
は
、
二
〇
〇
七
年
に
全
国
で
出
土
が
報
告
さ
れ
た
木
簡
を
紹

介
す
る
も
の
で
、
人
○
作
の
遺
跡
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
多
く
は
、
報
文
と
し

て
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

濱
氏

・
大
橋
氏
の
報
告
は
、
神
社
と
み
ら
れ
る
遺
構
か
ら
出
土
し
た
、
起
請

文
の
原
形
と
も
い
え
る
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
全
く
類
例
の
な
い

木
簡
―
起
請
文
札
―
に
つ
い
て
の
紹
介
、
田
中
氏
の
報
告
は
、
天
平
七
年
の
年

紀
を
持
つ
売
券
木
簡
を
含
む
事
例
の
紹
介
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
本
号
に
報
文

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
体
討
論

（司
会
　
寺
崎
保
広
委
員
）

討
論
に
先
立
ち
、
木
簡
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
安
倍
寺
跡
第
二
〇
次
発

掘
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
、
桜
井
市
教
育
委
員
会
の
木
場
佳
子
氏
に
ご
説
明
を

い
た
だ
き
、
ま
た
石
神
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
市
大
樹
氏
か
ら
補
足
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
二
日
間
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
活
発
な
質
疑

・
討
論
が
行
な
わ
れ
、
舘
野
和
己
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

委
員
会

・
役
員
会
報
告

◇
二
〇
〇
七
年

一
二
月

一
日

（土
）

一
〇
時
半
―

一
二
時

於
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

総
会

・
枡
究
集
会
に
先
立
ち
、
ま
ず
委
員
会
を
開
催
し
た
。
土
橋
誠
委
員
か

ら
会
誌
第
二
九
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
頒
価
の
検
討
を
行

な
っ
た
。
ま
た
、
諸
会
務
と
会
員
外
参
加
者
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
了
承

さ
れ
た
。

引
き
続
き

一
一
時
よ
り
、
三
〇
〇
七
年
度
役
員
会
を
開
催
し
た
。
総
会

・
研

究
集
会
の
内
容
、
会
誌
第
二
九
号
の
編
集
、
会
務
、
会
計
、
三
〇
周
年
記
念
研

究
集
会

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
次
期
特
別
研
究
集
会
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
評

議
員
の
方
々
か
ら
、
ご
意
見
を
た
ま
わ
つ
た
。

◇
二
〇
〇
八
年
六
月
二
六
日

（木
）

一
四
時
―

一
七
時

終
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

以
下
の
条
件
に
つ
い
て
、
報
告

・
討
議
を
行
な
っ
た
。

１
会
務
に
つ
い
て
。
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
開
催
、
名
簿
の
作

成
な
ど
。
２
入
会
審
査
。
新
入
会
申
込
者
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
審
査
を



行
な
っ
た
。
３
次
期
特
別
研
究
集
会
に
つ
い
て
。
二
〇

一
〇
年
九
月
三
日

（金
）

・
四
日

（土
）
に
東
北
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
開
催
す
る
旨
報
告
が
あ

っ
た
。
４
会
計
報
告
。
二
〇
〇
六
年
度
の
決
算
報
告
と
監
査
報
告
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。
５

『木
簡
研
究
』
第
三
〇
号
の
編
集
に
つ
い
て
。
編
集
体
制
と
編

集
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
６
第
三
〇
回
総
会

・
研
究
集
会
に
つ
い
て
。

日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
７
三
〇
周
年
記
念
事
業
。
二
〇
〇
九
年

の
第
三

一
回
研
究
集
会

（二
〇
〇
九
年

一
二
月
五
日

（土
〉

。
六
日

〈
日
し

の
二
日
目
の
午
後
に
、　
一
般
向
け
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ

（下
記
会
告
参
照
）
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
内
容
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
８
そ
の
他
。

◇
二
〇
〇
八
年

一
〇
月
二
七
日

（月
）

一
四
時
―

一
七
時

終
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

以
下
の
条
件
に
つ
い
て
、
報
告

・
討
議
を
行
な
っ
た
。

１
会
務
に
つ
い
て
。
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
開
催
。
ま
た
、
名

簿
の
作
成
の
遅
延
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
次
年
度
の
刊
行
を
と
す
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
た
。
２
入
会
審
査
。
第

一
回
委
員
会
に
引
き
続
き
新
入
会
申
込
者

一
〇
名
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
い
、
個
人
会
員
九
名
、
海
外
会
員

一
名
の
入
会

が
認
め
ら
れ
た
。
３
会
計
報
告
。
二
〇
〇
七
年
度
の
中
間
報
告
が
あ
り
、
二
〇

〇
九
年
度
予
算
案
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
４

『木
簡
研
究
』
第
三
〇
号
の
編
集

に
つ
い
て
。
編
集
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
在
庫

過
剰
に
対
処
す
る
た
め
、
今
号
か
ら
印
刷
部
数
を
減
ら
す
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
、
在
庫
削
減
の
方
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
５
第
三
〇
回
総
会

・
研
究

集
会
に
つ
い
て
。　
〓

一月
に
開
催
す
る
本
年
度
の
総
会

・
研
究
集
会
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
、
実
施
要
項
を
決
定
し
た
。
６
三
〇
周
年
記
念
事
業
。
実
行
委

員
会
か
ら
内
容
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
７
次
期
特
別
研
究

集
会
に
つ
い
て
。
年
度
明
け
準
備
に
取
り
か
か
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。
８
そ
の

他
。
役
員
改
選
や
日
本
史
以
外
の
会
員
の
勧
誘
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

（渡
辺
晃
宏
）




